
研究課題名 乳癌におけるMETとFOXM1が予後に与える影響の検討

倫理委員会承認番号 №19-68

研究の対象 2013年4月1日から2016年3月31日まで当院で乳癌の診療を受けられた方

研究目的・方法

乳癌における肝細胞増殖因子(HGF)とその受容体であるMETの発現・さらに細胞老化にかかわる
FOXM1の役割は明らかになっていません。そこで、乳癌の細胞の中のMETとFOXM1の発現量を解析
し、乳癌の大きさ・リンパ節転移・ホルモン受容体などの臨床病理学的因子や治療経過との関
係を明らかにすることにより、METとFOXM1の乳癌に与える影響を明らかにします。

研究に用いる
試料・情報の種類

手術・針生検の病理検体と診療記録を使用します。

外部への
試料・情報の提供

検体の解析は当院のみで行います。解析された結果は個人情報が特定できない状態の電子媒体
で共有いたします。

個人情報の取り扱い
使用した情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。
また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は
使用いたしません。

利益相反の有無 　有　・　無　（　　　　　　　　　　）

お問い合わせ先

廿日市市地御前１丁目３番３号
ＪＡ広島総合病院　　　乳腺外科
研究責任者：大原　正裕
TEL：0829-36-3111　/　FAX：0829-36-5573

備考

20120年　1月　24日

ＪＡ広島総合病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研
究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。


